
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな学習
がくしゅう

をしてみましょう。 にもチャレンジ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           正しいえんぴつのもちかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学習
がくしゅう

の前
まえ

に、机
つくえ

の上
うえ

や部屋
へ や

の片付け
か た づ け

をしましょう。 

②学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な道具
ど う ぐ

をそろえましょう。 

③いつまでもテレビ･ゲームなどをしないで、けじめをつけて学習
がくしゅう

しましょう。 

子どもたちへ １日「学年
がくねん

×10分＋10分」以上
いじょう

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

を続
つづ

けましょう。 

 
 

この時期の子どもは、何でも知りたい、できるようになりたいという気持ちでいっぱ

いです。褒めること、認めることで子どもはさらにやる気になります。 

 

保護者の皆様へ

 

 

 

（１）ひらがな・カタカナ・漢字
か ん じ

練習
れんしゅう

 

  お手本
おてほん

の字
じ

を見て
み て

、正しく
ただしく

書ける
か け る

よう練 習
れんしゅう

しよう。 
 

（２）音読
おんどく

 

  声
こえ

を出して
だ し て

教科書
きょうかしょ

を読んで
よ ん で

みよう。暗 唱
あんしょう

 

できるくらいチャレンジ！ 
 

（３）視
し

写
しゃ

 

  好き
す き

な本
ほん

や教 科 書
きょうかしょ

の文
ぶん

をノート
の ー と

に書き写し
か き う つ し

ま 

しょう。「、」「。」「１字
じ

下げ
さ げ

」などに気
き

を付けて
つ け て

、て 

いねいに書きま
か き ま

しょう。 
 

（４）作文
さくぶん

 

  その日
ひ

にあったことやおもしろかったことなどを

文
ぶん

に書いて
か い て

みよう。絵
え

をかいても楽しい
たのしい

ですね。 

国
こく

   語
ご

 
 

 

 

（１）計算
けいさん

練習
れんしゅう

 

  教科書
きょうかしょ

やスキルの問題
もんだい

、計算
けいさん

カードなどで何
なん

 

度
ど

もくりかえして練習
れんしゅう

しましょう。 

（２）お話
はなし

づくり 

  たし算やひき算、かけ算のお話（問題）をつ 

くってみましょう。家にあるものや家の人の名 

前が出てくると楽しくつくることができるよ。 

算
さん

   数
すう

 

              ○いろいろな読み物
よみもの

をたくさん読
よ

んでみよう。 

                   ○ 昔 話
むかしばなし

の本
ほん

や科学的
かがくてき

なことを書
か

いた本
ほん

なども読
よ

んでみよう。 
 

            ※保護者の方が本を読んであげたり、子どもが本を読むのを聞い 

てあげたり、一緒に読んだりすると効果的です。 

読
どく

   書
しょ

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな学習
がくしゅう

をしてみましょう。 にも進んで挑戦！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

①自分から進んで学習しましょう。 

②学習しやすいように、机の上や部屋を片づけましょう。 

③いつまでもテレビ･ゲームなどをしないで、けじめをつけて学習しましょう。 

子どもたちへ １日「学年
がくねん

×10分＋10分」以上
いじょう

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

を続
つづ

けましょう。 

 
 

この時期の子どもは、学校生活に慣れ、１・２年生で身に付いた学習習慣が崩れが

ちになります。根気強く励ます言葉掛けが子どもの習慣づけにつながります。 

保護者の皆様へ

 
 

（１）漢字・ローマ字練習 

  書き順、読み、送り仮名に注意して正しく練 

習しましょう。文字の組立ても考えながら練習 

しましょう。 

（２）音読 

  声の大きさ、速さ、間の取り方に気を付け 

て、気持ちや様子が表れるように読んでみまし 

ょう。 

（３）作文 

  その日にあったことを、組立を考えて，つな 

ぎ言葉も使って書いてみましょう。 

（４）国語辞典・漢字辞典を使う 

  教科書に出てきた言葉の意味を調べたり、そ 

の言葉を使い文章を作ったりしてみましょう。 

国   語  
 

（１）計算練習 

  計算の仕組みや速さを考えながら、くり返し

練習してみましょう。 

しょう。 

（２）問題づくり 

 式を立ててから、問題を作ってみましょう。 

身の回りの出来事を問題にするとよいですね。 

（３）身の回りの算数探し 

  時計を見て時間の計算をしたり、習った形を 

見つけたりしましょう。 

（４）定規、コンパス、分度器 

  いつでも、すぐ、正確に使えるように、普段 

の生活の中でもどんどん使って、なれましょ 

う。 

算   数 

               ○物語や詩の本、歴史や科学の本、スポーツの本などいいろな種類の本を読ん

でみましょう。 

                                     ○読んだ日付、本の題名、作者、かんたんな一言感想を書いてみましょう。 
 

       

 

読   書 

 
 

（１）地図に親しむ 

  地図記号や八方位を覚えましょう。十勝の市 

町村名や 47都道府県の名前や位置を覚えまし

ょう。 

（２）副読本「おびひろ」に親しむ 

   学校で学習したところや興味があるところを

読んでみましょう。 

 

社   会  
 

（１）育てる 

  いろいろな植物やこん虫などを育ててみまし 

ょう。数、大きさ、色などを比べながら成長日 

記を書いてみましょう。 

（２）ものづくり 

   かん電池や豆電球、磁石を使ってものづくり

をしてみましょう。 

 

理   科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな学習
がくしゅう

をしてみましょう。 にも進んで挑戦！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

①自分から進んで、決まった場所で、決まった時間帯に学習しましょう。 

②いつまでもテレビ･ゲームなどをしないで、けじめをつけて学習しましょう。 

③宿題以外にもどんな学習をするか自分で決めて進めましょう。 

子どもたちへ １日「学年
がくねん

×10分＋10分」以上
いじょう

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

を続
つづ

けましょう。 

 
 

この時期の子どもは、学校意欲に差が出てきます。学習している姿を認め、称賛する

ことで、習慣づけの意欲が喚起されたり、さらに高まったりします。 

保護者の皆様へ

 
 

（１）漢字練習 

  練習した漢字を、使ってみましょう。漢字の 

由来や意味も一緒に考えると覚えやすくなりま 

す。 

（２）音読 

   強弱、速さ、間の取り方を工夫し、気持ちや 

様子が伝わるように読んでみましょう。 

（３）作文 

  新聞やニュースから興味ある事柄を見つけ 

て、意見や考えを書いてみましょう。 

国   語  
 

（１）計算練習 

  分数や小数の計算では、答えが出るまで途中

の計算式を書き残すようにして正しくできるま

で練習してみましょう。 

（２）文章問題 

 文章問題では、自分の考えを図や式、言葉で 

も説明してみましょう。 

（３）身の回りの算数探し 

  比例、割合、立体など、生活の中でたくさん 

使われているので探してみましょう。 

算   数 

              ○古典、伝記、科学や芸術など読書のジャンルを広げてみましょう。 

                                     ○同じ作者の本、同じテーマの本などで読み比べをしてみましょう。 読   書 

 
 

（１）世界の国々を調べる 

  世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置 

などを地図帳や地球儀でチェックしてみましょ

う。 

（２）歴史に親しむ 

   人物や時代の特徴を調べて、年表や４コマ漫

画にしてみましょう。 

（３）世の中の出来事 

   ニュースを見て興味をもったことについての

自分の考えを書いてみましょう。 

 

 

 

社   会  
 

（１）調べる 

   実のできる植物を育てて、調べたことを新聞 

やレポートにまとめてみましょう。 

（２）育てる 

  魚や植物を育てたり、卵から育てて世代をつ 

なげたりすることに挑戦してみましょう。 

（３）ものづくり 

   学習したことを身の回りから探して作った

り、石や砂の標本や花粉をデジタル図鑑にした

りしてみましょう。 

理   科 


